
■「最前線はまかせろ－夏に鍛える１部６校のＤＬたち」②

勝負は試合前から－北海道大

北海道大ビッググリーンのＤＬ陣は、収穫いっぱいの春だった。春季オープ
ン戦初戦の６月１日の室蘭工業大戦。第１Ｑに佐々木優（３年）の３４ヤード
ファンブルリターンＴＤで試合の主導権を握ると、第３Ｑには加茂英太郎（２
年）がパントブロックしたボールを自分で拾い、そのままエンドゾーンまで力
走して駄目を押した。５０－０の圧勝劇は６ＴＤのうち２ＴＤがＤＬの得点
だった。

６月１４日の北海学園大戦でも佐々木が、相手エースＲＢをロスタックル
し、ＱＢサックも決めて２１－１２の勝利に貢献。７－１８と惜敗した７月６
日の東北大戦も、佐々木のパントブロックしたボールをＬＢ室光毅（２年）が
押さえて、この試合唯一のＴＤを奪った。本調子の出ない攻撃陣を鼓舞する奮
闘だった。

先発ＤＬは佐々木、古家瑳斗留（４年）、石生晶也（３年）、大熊多聞（４
年）の４人。平均身長１７２．５センチ、平均体重９６．５キロでＤＬとして
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は小柄だが、経験十分の試合巧者ぞろいだ。ＤＬリーダーの大熊は「上背は大
きくないが、アサイメントの完成度の高さとギャップ管理が持ち味。ＬＢとの
連係も含め、試合前の準備はどこにも負けない」と胸を張る。

今春、新入生の大量入部で一時は部員が１００人を越えた。１９年ぶりの３
ケタで、ＤＬ陣も１０人体制になった。室蘭工業大戦でＴＤの加茂や、ＱＢ
サックを決めた新井洋明（２年）などバックアップメンバーの底上げも急ピッ
チだ。大熊リーダーは「北大は守備が軸のチーム。２年ぶりの優勝と全日本大
学選手権で北海道代表として１勝が目標。後輩のためにも北陸代表をぼこぼこ
にしたい」と言い切る。

佐々木は「ランはＤＬで全部止め、パスもＤＬユニットでつぶしたい。ＭＶ
Ｐも狙いたい」と力を込める。石生も「春はランを完全に封じた。秋は４年生
を勝たせたい」、２年生の新井も「気合と根性でギャップを詰める。サックを
決めて、ランも全部止める」と決意している。（塚田博）

【写真】
「ランはＤＬで全部止める」と意気込む左から新井、佐々木、石生、大熊


